
20．令和元年（2019年）度 <国際シンポジウム> 

 

11 月 9 日(土)、「第 4 回未来を考える国際シンポジウム」が成功裏に終了いたしました。 

 準備や当日の活動の様子など、順次お伝えしております。 

 

 ◇グローバル生による準備 

 ◎10 月 31 日(水)には、各担当代表者による、放課後の打ち合わせ会にお邪魔しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎11 月 1 日(木)、放課後の各班の活動の様子。 

SP・アンケートの集計・懇親会の企画等を行っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



◇到着 

◎4 日(月)、国際シンポジウム参加の 4 か国、5 校の高校生 10 人と付き添いの先生が関空

に到着しました。 

     5 日(火)に登校して校長先生に挨拶、校内案内の後、ホストブラザー・シスターと対 

面しました。放課後は、シンポジウムに向けてグループ毎準備に入りました。 

 

     

 

 

 

 

 

 

           <付き添い教員>          <生徒> 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

  



◇生徒紹介・各種活動 

 ◎6 日(水) 朝礼で全校生徒に紹介。午前中は授業への参加や体験活動に参加し、午後は

グローバル生とともにシンポジウムの準備となります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



◇11 月 8 日(木),9 日(金)の様子 

<授業への参加・プレゼン発表の準備> 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

<日本文化の体験> -けん玉と茶道- 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇国際シンポジウムの様子 

    第四回「未来を考える国際シンポジウム」の様子を写真を中心にお知らせいたします。 

    今年も、アメリカ・フィリピン・シンガポール・ベトナム 4 カ国から 5 校 10 人の生徒が 

参加いたしました。 

<リハーサル風景> 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



<オープニング> 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎STEP ゼミとは？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎シナリオ・プランニング(SP)とは？ 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎高 2SP プレゼン①② 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 ◎混成 SP プレゼン③④  －海外生徒も交えた班－ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



◎パネルディスカッション 

 今年のテーマは、“気候変動” です。 

  同時通訳音声を字幕に変換し、左右スクリーンへの映示を行いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

<講評・午前の部終了・運営指導委員会> 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



<ポスター発表> 

午後からは、同じ第一体育館でポスター発表の部が行われました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

他の 4 校（三国丘・泉北・高槻・京都学園）の生徒によるポスター発表も行われ、活発

な意見交換の場となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎親睦会  

場所をカフェテリアに移し、海外･国内の参加生徒･教員による交流が行われました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※シンポジウムの詳細につきましては、「配布冊子」をご覧下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


